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各火山の 2007 年の活動状況  

 

九重山 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しました。 
 
阿蘇山 

湯だまりの表面温度は 60℃以下と低く、湯だまりの量や湯だまりの色に変化はありませんでし

た。また、二酸化硫黄の放出量は一日あたり 600 トン未満とやや少なく、火山活動は静穏に経過し

ました。 

なお、南阿蘇村吉岡の噴気活動も特段の変化はありませんでした。 
 
雲仙岳 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しました。 
 
霧島山（御鉢） 

２月に振幅のやや大きな火山性微動を観測しましたが、その他のデータに変化はなく、火山活動

は静穏に経過しました。 
 
霧島山（新燃岳） 

火山性地震は、２月、８月及び 12 月にやや多く発生しましたが、その他のデータに変化はなく、

火山活動は静穏に経過しました。 
 
桜島 

南岳山頂火口では、爆発的噴火や噴火が時々発生し、昭和火口でも５月 16 日から６月 21 日にか

けて噴火が時々発生しました。火山性地震や火山性微動は消長を繰返しながらやや多い状態で経過

しました。 

 

薩摩硫黄島 

噴煙活動はやや活発で、地震回数もやや多い状態で経過しました。 
 
口永良部島 

火山性地震や火山性微動は消長を繰返しながらやや多い状態が続き、新岳火口付近では熱的活動

の高まりが引き続き見られました。 
 
諏訪之瀬島 

爆発的噴火や小規模な噴火が時々発生するなど、従来から続いている噴火活動が継続しました。 

 
 
 
上記以外の活火山については、火山活動に特段の変化はありませんでした。 
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